
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
以
降
「
さ

く
ら
茶
屋
」
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

中
心
に
営
業
を
変
え
、
昨
今
は

以
前
の
よ
う
に
店
内
飲
食
も
並

行
し
な
が
ら
週
６
日
営
業
で
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
た
だ
ス
タ
ッ
フ
の
高

齢
化
も
避
け
ら
れ
ず
、
継
続
し

た
運
営
の
た
め
営
業
の
変
更
を

行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
土
曜
日
の

「
茶
屋
」
で
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

販
売
は
休
止
し
、
第
一
と
第
三

土
曜
日
に
つ
い
て
は
「
さ
く
ら

カ
フ
ェ
」
に
て
店
内
飲
食
と
し

て
左
写
真
に
紹
介
す
る
メ
ニ
ュ
ー

を
お
出
し
す
る
こ
と
と
致
し
ま

す
（
第
一
土
曜
は
オ
ム
ラ
イ
ス
、

第
三
土
曜
は
串
カ
ツ
セ
ッ
ト
＝

と
も
に
８
０
０
円
）
。
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
、

当
面
数
を
限
定
し
て
販
売
す
る

予
定
で
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
第
二
、

第
四
，
第
五
土
曜
日
は
完
全
休

業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
た
め
「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」

で
の
ラ
ン
チ
の
提
供
は
、
土
曜

日
以
外
は
、
水
曜
日
＝
デ
ザ
ー

ト
・
ド
リ
ン
ク
付
き
の
ワ
ン
プ

レ
ー
ト
ラ
ン
チ
を
提
供
（
４
月

か
ら
８
０
０
円
）
。
そ
の
他
の

曜
日
は
「
茶
屋
で
販
売
す
る
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
同
様

の
内
容
を
お
召
し
上
が
り

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
お
子
様
連
れ
の
お
客

様
も
歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ

お
越
し
下
さ
い
。

尚
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
は

ご
利
用
時
間
が
変
動
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「さくら茶屋」は開設以来、月曜から土曜（祝日除き）までを営業

日としてきましたが、４月よりスタッフの配置変更により第1と第3土

曜のみの営業に変更となります。お店で召し上がるスタイル中心を考

えていますが、お弁当については当面数を限定し販売する予定です。

毎月、第１と第３土曜日のみ「さくらカフェ」で営業致します

日
頃
は
「
さ
く
ら
茶
屋
」
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
当
店
で
は
。
皆

さ
ま
に
満
足
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
価
格
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

相
次
ぐ
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
、
光
熱
費
の
値
上
が
り
な

ど
に
お
い
て
、
自
助
努
力
だ
け
で
現
状
価
格
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
、

こ
の
四
月
一
日
（
火
）
よ
り
各
商
品
価
格
の
改
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
品
質
の
維
持
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

上記以外の商品、ケーキやドリン

ク類についても１割程度の値上げを

させて頂きます。どうぞご理解をお

願い致します。

オムライスセット

お弁当版⇒

串カツセット

（４月２９日～５月６日）
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【折り紙教室】 ４月２日（水）10:00～11:30

【俳句・句会】 ４月18日（金）14:30～16:00

【抹茶の日】 ４月10日（木）14:00～

【さくら体操】 ４月18日（金）10:00～11:30

【げんきライフ】 毎週月曜と木曜の午前中

【歌の集い】 ５月11日（日）14:00～

参加ご希望の方は事前に詠んだ句を3句提出してい

ただきます（回収箱はさくらカフェにあります）。
多世代が同じテーブルで夕食を共にする食堂です。

料金は大人３00円、高校生以下100円、幼児無料。

入店は17時から１９時までの間となります。

季節の花々を美しく表現した手作り生菓子とお抹茶

が人気です（500円）。皆さまをお待ちしています。

さくらカフェに集いみんなで歌います。内容は2面

をご覧下さい。次回は５月開催、参加費は500円です。

【麻雀スクール】 ４月11日（金）と 22日（火）

参加費は300円、西柴団地自治会館で行ないますの

で、お気軽な服装でお出かけください。

毎回その季節にあったものを

折ります、４月は「兜と弁慶」

です。予約は不要ですのでお気

軽にお越し下さい。材料費のみ

のご負担をお願いしています。

【とことこ・さくらキッズ】４月15日(火)10:00～

【 凸凹の会 】４月はお休み、5月開催予定

子育て支援拠点「とことこ」

とコラボしての乳幼児対象の

キッズです。どなたの参加も

歓迎、お気軽にお越し下さい。

9:30～11:30 さくらカフェで行ないます。麻雀が

初めてという方も参加されています。参加を希望され

る方は事前にご相談願います。参加費は300円です。

認知症予防カフェ（オレンジデー）は
４月１３日（日）10：00開始です

【まちの未来研究会】４月５日(土)15:00～

横浜市から委託を受けた事業です。様々な介護予防

プログラムを楽しみます。昼食も一緒に頂きます。昼

食のみの参加も歓迎です、参加希望者はお電話下さい。

k【さくら食堂】 ４月11日（金）と 25日（金）

地域の有志の方々と「まちの未来」について話し合っ

ています。自宅から気軽に参加できるズームでの会議

です、関心のある方はお電話でお知らせください。

【さくら読書会】 ４月24日（木）14:30～

日時：４月２３日 (水) 15時開始
場所：さくらカフェ
定員：小学生２０名

（多数の場合は抽選）
会費：おひとり３００円

▶申込みは「茶屋ＨＰの子どもイベ
ントTOPページ
（右記ＱＲコード）」
から。申込期間は、
４月７日（月）～

13日（日）
となります。

４月１日（火）
お赤飯を販売致します。

予約も可能ですので、お買い

求め希望の方はお電話下さい。

お赤飯を販売致します

本の紹介や読み聞かせなどを行います。参加費はド

リンク付きで300円です。どうぞお越し下さい。

お問い合わせは dekobokonokai@gmail.comへ。

さくら食堂は「子どもやお年寄の孤食をなくそう」更には「地域の多世

代交流の場」として開催しています。今年に入って毎回100名を超す来店

でニーズの高さを痛感しています。ただ、最近の利用者数が、昨年の平均

利用者数の約1.5倍となっており、問題も発生しています。そこでいくつか

のお願いをさせていただくことにしました。ご協力をお願い致します。

▶その１：これまで「お代わり自由」としていましたが、混雑時はカレー

のおかわりを制限させていただく場合がございます。

▶その2：収容人数が限られているため入れ替えが必要です。混雑時は食べ

終わり次第お席をお譲りいただくなどにもご協力をお願いします。

▶その３：小学生は子どもだけの来店も可能ですが、大騒ぎもみられます。

他の方の迷惑にならないようご家庭でのお声がけをお願いします。

▶その４：また保護者のお迎えについては、子どもの帰宅が遅くならない

よう対応していただくよう安全面での配慮にもご協力ください。

今後とも皆さまのご協力もいただきながら、スタッフ一同もこの取り組

みを継続するために努力していきます、どうぞよろしくお願い致します。
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金
沢
文
庫
駅
近
く
に
あ
る
「
君
が
崎
」
交
差

点
、
現
在
は
変
形
な
十
字
路
と
な
っ
て
お
り
１

６
号
旧
道
か
ら
横
浜
方
面
に
は
路
線
バ
ス
し
か

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
谷
津
町
、
寺
前
一
丁
目
、

泥
亀
一
・
二
丁
目
の
接
点
で
、
谷
津
町
の
一
部

で
す
が
交
差
点
だ
け
の
名
称
で
町
の
名
は
あ
り

ま
せ
ん
。

元
々
は
瀬
戸
の
入
海
の
岬
に
あ
っ
た
船
着
き

場
で
し
た
。
９
０
代
亀
山
天
皇
・
上
皇
が
国
難

を
避
け
る
た
め
、
各
地
の
主
だ
っ
た
寺
院
に
勅

使
を
派
遣
し
祈
願
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
上

陸
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
君
が
崎
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
「
金
沢
今
昔
」
を
書
か
れ
た
杉

山
高
蔵
さ
ん
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
北
条
実
時

時
代
か
ら
続
く
旧
家
の
長
老
、
岩
崎
さ
ん
か
ら

聞
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
広
く
知
ら
れ
た
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

称
名
寺
は
現
在
で
も
大
き
な
庭
園
を
持
つ
寺

院
で
す
が
、
当
時
も
鎌
倉
５
山
に
並
ぶ
ほ
ど
の

大
寺
院
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
は
忘
れ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
上
皇
に
か
か
わ
り
の
あ
る
字
名

(

あ
ざ
な)

で
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

称
名
寺
の
「
阿
字
が
池
」
か
ら
流
れ
た
水
は

今
は
殆
ど
暗
渠
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
県
立
金
沢
文
庫
へ
行
く
道
に
「
亀
井

橋
」
が
あ
り
、
こ
の
辺
り
は
「
御
所
が
谷
」
と

呼
ば
れ
い
て
、
そ
の
小
川
は
金
沢
町
・
寺
前
一

丁
目
よ
り
君
が
崎
交
差
点
か
ら
１
５
０
ｍ
く
ら

い
入
っ
た
と
こ
ろ
を
と
お
り
泥
亀
新
田
に
注
い

で
い
ま
し
た
。

こ
の
川
を
「
走
川(

は
し
り
か
わ)

」
と
呼
ん
で
お

り
、
出
口
付
近
も
走
川
の
地
名
で
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
新
田
と
の
間
の
海
岸
線
跡
に
は
現
在

「
走
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
名
付
け
た
散
歩
道

が
あ
り
ま
す
。
赤
門
の
左
奥
の
民
家
の
庭
に
金

沢
七
井
の
一
つ
「
亀
井
」
と
い
う
井
戸
が
あ
り

現
在
も
昔
の
ま
ま
の
形
を
残
し
て
お
り
、
敷
地

外
か
ら
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
勅
使
が
逗
留

し
た
時
こ
の
井
戸
を
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
と
興
味
が
わ
き
ま
す
ね
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三
代
に
わ
た
っ
て
活

躍
し
た
日
本
画
の
巨
匠

「
鏑
木
清
方
」
は
広
重
の

浮
世
絵
を
見
て
金
沢
の
地

が
気
に
入
り
、
君
が
崎
交

差
点
の
一
画
、
谷
津
町

１
５
１
〜
１
５
３
番
地

（
現
在
の
吉
野
家
か
ら
奥

に
入
っ
た
あ
た
り
迄
）
に

大
正
９
年
に
深
川
の
米
問

屋
の
別
荘
を
ゆ
ず
り
受
け

城
山
か
ら
続
く
山
の
傾
斜

地
の
中
腹
に
「
游
心
庵
」

と
い
う
四
阿(

あ
ず
ま
や)

を

建
て
昭
和
１
４
年
ま
で
住

み
ま
し
た
が
、
追
浜
航
空

隊
の
飛
行
機
の
音
が
う
る

さ
く
、
鎌
倉
に
越
し
て
い

ま
す
。

美
人
画
の
大
家
で
す
が
、

初
め
は
挿
絵
画
家
と
し
て

新
聞
雑
誌
に
描
い
て
お
り
、

別
荘
で
は
「
君(

き
み)

が

嵜(

ざ
き)

漫
筆
」
「
金
沢

絵
日
記
」
や
夏
の
別
荘
で

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
沢
山
描
か
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
の
旧
居
跡
に
「
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
」

が
あ
り
ま
す
。
（
有
隣
堂
発
行
の
「
鏑
木
清
方

と
金
沢
八
景
」
に
当
時
の
挿
絵
が
ほ
と
ん
ど
出

て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
に
は
本
を
お
見

せ
し
ま
す
）

君
が
崎
か
ら
１
６
号
線
を
金
沢
文
庫
駅
方
面

に
向
か
っ
て
左
側
、
す
ず
ら
ん
通
り
も
含
め
て

「
大
沢
」
と
い
う
字
名
が
あ
り
、
以
前
に
は

「
大
沢
商
店
」
と
い
う
酒
屋
さ
ん
が
有
り
ま
し

た
が
、
無
く
な
っ
て
か
ら
忘
れ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
は
残
念
で
す
。

神奈川県立金沢文庫「金沢歴史散歩」リーフレットから一部切り取り掲載

昨年この広報紙で「ご当地かるた」シリーズを西柴在住の梅木さんに連載していただきまし

た。読者の方から「金沢区にまつわるエピソード」継続の要望があり、お話したところ「君が

崎」について書いていただきました。今後も機会があればまた掲載していきたいと思います。

読者の方で「こんなことを掲載してみては」という方がおられましたならご相談下さい。

あの交差点が「君が崎」



〇

八
十
年
不
戦
の
国
や
桜
咲
く

雅
子

〇

太
極
拳
春
の
扉
を
押
す
ご
と
く

竹
仙

〇

春
の
湖
多
言
語
混
じ
る
海
賊
船

淑
子
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毎月定例で開催

されている句会で、

参加者の投票で3句

を選出しています。

（3月句会から）

３
月
の
日
曜
日
、
金
沢
区
で
活
躍

す
る
す
ず
き
も
も
こ
さ
ん
が
西
柴
昼

話
に
登
場
、
当
日
は
気
温
も
上
昇
し

バ
ス
通
り
の
桜
が
一
気
に
開
花
す
る

と
い
う
絶
好
の
日
よ
り
で
し
た
。

曲
目
は
参
加
者
に
あ
わ
せ
オ
リ
ジ

ナ
ル
か
ら
８
曲
、
先
日
亡
く
な
ら
れ

た
い
し
だ
あ
ゆ
み
さ
ん
の
曲
及
び
み

ん
な
で
合
唱
す
る
唱
歌
３
曲
が
選
曲

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
の
歌
詞
を
画
面
に
映
し
て
聴
い

た
事
も
あ
っ
て
「
歌
詞
が
素
敵
」
な

ど
の
声
が
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
シ
リ
ー
ズ
の

第
３
弾
。

早
咲
き
の
桜
と
し
て

愛
さ
れ
る
河
津
桜
、
静

岡
県
の
河
津
町
が
有
名

で
す
が
、
首
都
圏
に
も

見
ご
た
え
の
あ
る
名
所

が
多
数
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
な
か
の

「
木
場
」
を
訪
れ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
き
ま
し

た
。

＊
上
の
写
真
は
木
場
公
園
か
ら
見

る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

＊
左
の
写
真
は
木
遣
り
の
お
祭
り

で
も
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
ぴ
姿

の
人
た
ち
が
、
と
な
り
に
掲
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③

3・11東日本大震災から14年、やっ

と回復の兆しが見えてきた矢先に、また

も市域の9％にあたる2,900ヘクタール

を消失し、多くの住宅を焼き尽くされた

森林火災が大船渡を襲いました。「さく

ら茶屋運営委員会」にて話し合い、継続

している能登半島地震災害を一次的に切

り替え「大船渡大火

災緊急支援」として

さくら茶屋ご利用の

皆さんにご協力頂く

ことに致しました。

店先にカンパ箱を設

置しています。皆さ

んのご協力をお願い

致します。

地域の皆さまには日頃から「さく

ら茶屋」を支えて頂き本当にありが

とうございます。昨今の物価高騰に

より厳しい経営を強いられています

が、これからも継続運営に努力して

まいります。現在、賛助会員更新の

時期となり会員の皆さまにお声をか

けさせていただいています。新規

（年会費一口

3千円）での

ご協力も募集

しております。

皆さまどうぞ

よろしくお願

い致します。

熱唱する すずきももこさん

西柴昼話に地元のシンガーソングライター登場

オリジナル曲の歌詞が素敵


